
 

 

 

 

 

 

 

この学年通信の名前は２組の磯川さんが考えてくれました。この青学年が星のように輝き、学校を引っ張ってい

けますように。そしてブルースターはメインの花ではなくて、脇役的な存在。輝く

だけではなく、裏でも支えていける学年になりますように…。花言葉は「信じあう    

心」。クラスメイトを信じながら、行事や受験に向かって進んでいけますように…と

いう思いが込められています。    「暑さ寒さも彼岸まで」とはよく言ったも 

んで、今季に関しては、この諺どおりの 

涼しさがやってきた。さあ、過ごしやす 

い秋が来た。受験勉強を頑張れ受験生！ 

※ 本日午後に生徒会役員選挙が行われました。それに伴い、３０日（月）には後期専門委員・係決めが

行われます。中学校生活の締めくくりをしっかり務められる人たちを決めてください！ 

※ 来週は中間考査があります。数学のテストに定規を忘れないように。また、３０日には教科の提出物

として、国語・数学に課題が出ています。全員提出できるように。 

  【３０日提出締切の課題】 

  国語☞国語の学習（ワーク） ○付けを行って提出 ※３０日までに提出すること 再提出なし 

  数学☞リピート学習３ Ｐ８７～１１０ ３０日の授業にて提出 

 

先日お知らせした陸上部の秋季総合体育大会・区民総合体育祭秋季大会の結果をお知らせします。素

晴らしい活躍を見せてくれました！！多種目に名前があります。みんなよく頑張りました！！ 

【秋季総合体育大会】 

男子中学共通８００ｍ １位 松本 莉史 ２位 天野 晃汰 ３位 中村 優太 

女子中学３年８００ｍ ２位 岩楯 由佳理 

女子中学共通１５００ｍ ３位 岩楯 由佳理 

男子共通リレー    ８位 田中 信慈、中村 優太（他学年２名） 

【区民総合体育祭】 

男子中学２・３年３０００ｍ ６位 松本 侑士 ７位 清水 大誠 

男子中学３年１５００ｍ   １位 松本 莉史 ２位 天野 晃汰 ４位 中村 優太 

男子中学３年１００ｍ    ４位 田 拓海 

女子中学共通１５００ｍ   ３位 岩楯 由佳理 

女子中学共通８００ｍ    ３位 髙木 梨央 

女子中学３年１００ｍ    ４位 中村 友香 ７位 吉田 琴奈 

男子共通４×１００ｍリレー ２位 松本 莉史、 田 拓海、天野 晃汰（他学年１名） 

女子共通４×１００ｍリレー ５位 吉田 琴奈、中村 友香、岩楯 由佳理、髙木 梨央 

なお、これらの結果から、松本 莉史・天野 晃汰・岩楯 由佳理の３名が８００ｍの江戸川区代

表に選ばれました！！        裏面に続く

 

日 曜 学校行事等 持ち物・提出物 

30 月 ５０分授業×６ ①学活（後期専門委員・係決め） 水泳指導終了  白衣 

1 火 都民の日                                     

2 水 中間考査１日目（数学・社会）11:15 下校 給食なし 定規 

3 木 中間考査２日目（理科・国語・英語） 給食あり 部活動再登校 14:45  

4 金 ５０分授業×６ ⑥総合（面接説明ガイダンス・練習①） 前期終了  白衣持ち帰り 
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冒頭にも出てきたお彼岸というワード。季節の変わり目に耳にする言

葉だけれど、皆からすると「なんか古臭い言葉だなぁ」なんてイメージ

じゃないだろうか。お彼岸って聞いて、お墓参りって連想出来たら素晴

らしい。おはぎとか、ぼたもちってなったら食い気に走ってますな（笑）。

そんじゃ、ちょっと調べてみましょ。 

お彼岸とは？と言われても、詳しく説明できる人は少ないと思います。自分もです…。そもそも「彼岸」

とは、仏教用語で悟りを開いた世界をさすものだそうで、煩悩の世界（この世）から、悟りを開いた世界

（彼岸）に行くための修業をする期間が「お彼岸」というそうです。このようにお彼岸は仏教的な意味合

いが強いのですが、現在はお彼岸に、ご先祖様のお墓参りや法要を行うことが一般的となっています。お

彼岸は日本独自のもので、始まりは聖徳太子がいた飛鳥時代までさかのぼると言われています。お彼岸

の期間は１年に２回、春と秋にあります。春分の日と秋分の日を中日とした前後３日間がお彼岸なので、

７日間がお彼岸ということになります。今月は２２日が秋分の日。皆の中にも先週お墓参りに行ったと

いう人も多かったのではないでしょうか。我が家のお墓は山形県鶴岡市湯野浜温泉というところにあり

ます。山の中腹にある墓からは、湯野浜海岸と日本海が一望できる素晴らしい景観です。お盆には毎年帰

省していますが、春や秋のお彼岸は部活動の試合もあってなかなか帰れません。いつも従弟が隣にある

自分の家のお墓と一緒にお参りをしてくれています。お墓の在り方も変化している現代。古き良き風習

は忘れずにいたいですね。 

 

 

  

 ２５日（水）５校時、第一体育館にて学年弁論大会が開かれました。今回、各クラスの代表者は以下の

４人でした。一人一人のテーマも紹介します。 

 

１組 中村  優太  テーマ 「小さな前を向く心」 

２組 藤本 駿太郎      「タイムマシンの作り方」 

３組 角田  将吾      「学ぶということ」 

４組 根本  蒼介      「自信」     

 

 学年が上がるにつれ、落ち着きや表情も変わってきたなと感じます。一様に緊張はしていたと思いま

すが、クラス代表として立派な発表だったと思います。内容も、これまでの経験を踏まえての内容もあ

り、中学校生活を過ごしてきた彼らの時間（厚み）を感じるものでした。発表後には各クラスで投票が行

われ、学年代表には１組の中村くんが選出されました。１０月２６日（土）に行われる文化祭では、各学

年代表のトリを務めることになります。落ち着いて最上級生の姿を披露してください。 

 ここの所、めっきり朝晩が涼しくなってきました。流石に短パン半袖では凍えてしまうので、ロンＴを

着るようになりました。そして気温だけではなく日の出、日の入りも随分と秋めいてきています。家を出

る時には、まだまだ空は星が輝いています。先日の出来事。前日の雨で空気が澄んでいた朝、自転車にま

たがり、ふと空を見上げるとオリオン座が天頂に近い位置に見えました。寒くなってくると目にするオ

リオン座。冬の大三角形を形成するペテルギウスもはっきり見えます。もうすぐ寒くなるなと実感しま

した。まだまだ昼間は汗ばむ日もありますが、季節は確実に進んでいるようです。この季節の楽しみは朝

焼けが見られること。今は試験前で朝練習もないので、いつもより少しゆっくり出勤すると、荒川土手を

走っている頃合いに、東に太陽が昇ってくる。この季節は湿度も低く、空気の澄んでいる日が多いから、

朝焼けも綺麗で、太陽光を反射した墨田区側のマンションやビルが光り輝いている場面にも遭遇する。

自転車通勤の特権かなとも思う。地球温暖化で四季が二季（夏が終わると急に冬が来るという造語）にな

っているとよく言われる昨今。昔ながらの風習が季節感の無いものにならなければいいなと思う。暑さ

にも寒さにも耐性が落ちてきた初老の自分としては、いつまでも四季があってほしいと願う。 

 

学年主任のつぶやき 


